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「国際児」に対する日米の見解  

テイラーアン・美代子・ムーア  

カリフォルニア州立大学モントレーベイ校 

要旨  

アメリカは様々な民族や人種、文化が混在しているが島国である日本は歴史的に

単一民族として知られている。しかし、急速にグローバル化している現在の日本

では、国際児の数は確実に増加してきている。日本とアメリカでは国際児はどの

ような問題に遭遇するのか。そしてその理由は何か。また、日本とアメリカでは

国際児をどのように見ているのか、そしてその考え方は何に影響されているのか

等に焦点をおき調査を行った。このキャップストーンでは、アメリカ人 48名、
日本人 58名にアンケート調査を行い、国際児は差別や彼らに対するステレオタ
イプな考え方、そしてそれぞれ自分のアイデンティティーに悩んでいることがわ

かった。自身が国際児であるかないかによって、多文化主義に対しての異なった

認識があるということがわかり、国際児でない人は国際児が遭遇する問題には理

解を示してはいるものの、本当の意味で国際児が遭遇する問題は分からないのが

現状であるという結果が出た。国際児に対する人種や民族性に関する認識は、親、

友達、メディア等に影響されていることもわかった。 

 

はじめに  

 アメリカには様々な民族と人種があり、日本にはそれほど多くの民族と人種がな

い。そうすると、日本人とアメリカ人は混血児や国際児について、どのような気持ちを

持っているのだろうか。調査研究の結果によると日本人とアメリカ人と国際児と単一民

族は一般的に同じように感じている。加えて、この全員が差別や彼らに対するステレオ

タイプな判断を受けていた。そして、彼らの考えには様々な物事が影響している。 

 

１．研究の重要性  

 私がなぜこのトピックを選んだのかというと、私が日本人とアメリカ人のハーフ

だからだ。そして、去年、岡山大学に留学したとき、自分のハーフとしてのアイデンテ

ィティーを意識するようになった。私がそのような気持ちを持った理由は、日本人の多

くが日本を単一民族国家として捉えていると考えたからだ。つまり、アメリカには混血
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の人は多くいるが、日本ではあまり多くないというのが現状である。しかし、現代の日

本では、ハーフやクオーターの人や国際児に対する考え方が変わって来ているのではな

いだろうか。 

２．研究質問  

1. 日本とアメリカにおいて、国際児はどのような問題に遭遇するのか？ 

2. 日本とアメリカの人々は、国際児をどのように見ているのか、またその要因は

何か？ 

 

３．研究背景  

3.1	
 民族と人種の定義 

 民族と人種について定義する。なぜ定義が必要なのかと言うと、多くの人が民族

と人種には違いがないと考えているからだ。民族は「一定の文化的特徴を基準として他

と区別される共同体」を指す（河田、２０１１）。また、人種とは「人間を分類する用

法の 1つ」として区別される（山田、２０１３）。 

3.2	
 日本とアメリカの多文化主義       

 日本における民族の割合について調査したものである。日本の国勢調査では、民

族ではなく国籍を問う。日本に帰化している人、あるいは日本で生まれ育ち、多民族な

背景を持つ日本人も、日本の国勢調査では民族的には「日本人」として考えられる	
 

(Ministry of Justice Immigration Bureau, 2009)。だから、日本の国勢調査で、日本人は

98.5％、韓国人は 0.5％、中国人は 0.4％、その他は 0.6％である	
 (cia.gov, 2004)。そし

て、アメリカにおける民族や人種の割合について調査したものである。アメリカでは、

白人は 79.96％、黒人は 12.85％、アジア人は 4.43％、インド人は 0.97％、大洋アジア人

は 0.18％、二つ以上は 1.61％である。その上、「ヒスパニックのグループがない理由は、

アメリカの国勢調査ではヒスパニックはどの人種や民族例えば白人、黒人、アジア人で
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もいいとしているからで、アメリカの人口のおよそ 15.5％がヒスパニックなのにもかか

わらず、ヒスパニックというグループがない (cia.gov, 2004)。 

3.3	
 第二次世界大戦と社会的不明誉       

 「ジャパンオフォビア」や「ニッポンオフォビア」、「反日」などの言葉は、第

二次世界大戦後の１９５０年頃から使われ始めた（Emmott、１９９３）。反日的なプ

ロパガンダにより、日本人の人間性が奪われた	
 (Art: The Tokio Kid. Time Magazine、１

９４２)。つまり、そのプロパガンダは日本人と日系人の 誇りを傷つけるために作られ

た。その上、「日本という国とその国の人々は進化せず常に劣っている」 と言うのは

その当時の人気がある考え方であった（Navalo、２０００）。 

3.4	
 国際児と日本人のハーフの遭遇する問題 

 まず、日系アメリカ人の定義は日本人の先祖を持っているということだ。アメリ

カにおいて、日系人は、日系人としての様々な問題を抱えている。最近ではコミュニテ

ィが複雑になってきているので、日本人とアメリカ人の国際児は日系のコミュニティに

アイデンティティーを見出すことが出来ない。そして、一世、二世、三世の日系人に対

しても、混血と国際児は異なるアイデンティティーを持っている（Kikumura Yano、２

００８）。 

次にナカシマ氏の“One drop rule”によると、混血の人はマイノリティーとされて

いる（Williams-Leon, Nakashima、２００１）。混血児や国際児にとって、“One drop 

rule”は差別的に感じるものである。日本語での「いじめ」は英語の「bullying」という

言葉より陰湿だと言えるかもしれない（Taki、２００３）。多くの場合、いじめには、

否定的な態度で、他の人に屈辱を与えるという意図がある。いじめとは一般的に物理的、

口頭的、心理学的、社会的な事象である（Kawagoe、ｎｄ）。そして、日本で、「ハー

フ」、「ダブル」、「間の子」などの言葉は差別的な言い方だと言われ始めている	
 

(Williams-Leon, Nakashima、２００１)。それに類似する言葉として、アメリカではハワ

イ語の「ハッパ」という言葉があり、これは英語の「フラグメント」を意味する
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（Fullbeck、ｎｄ）。やはり、ハワイ語の「ハッパ」（フラグメントと言うこと）は否

定的なものだが、人によって、「ハーフ」、「間の子」と言うことも否定的な表現だと

思う。しかし、「ダブル」は 1つ以上のことを持っているので、大抵、好意的な表現だ

（マーフィ重松、２００２）。 

次に、彼らに対するステレオタイプな考え方である。ステレオタイプな考え方に

は否定的な物と好意的な物がある。まず、否定的な偏見について説明する。国際児は受

け入れられるために社会に同化しようとしても、難しい場合が多々ある。外見的に純粋

な日本人ではなくなるので、全く違う存在として見られることがあるためだ。顔や姿が

良く才能がある国際児だけが、好意的に見られる傾向もある。それはしばしばアイドル

化して見られることもよくある。最近では、ハーフの日本人に人気があり、ヘイフレン

の著書には「ハーフは皆『かわいい』『バイリンガル』『お金持ち』と思っているあな

た。」と書かれている	
 (Haefelin、２０１２)。自分をハーフだと認識している人たち

は、このようなステレオタイプな考え方について嫌悪感を感じている。 

ネットで日本人とアメリカ人についての性格のトップテンでよく使う表現を見つ

けた。日本人にとってそのリストはほとんど肯定的な表現である。たとえば、「礼儀正

しい」、「時間を守る」、「やさしい」、「まじめ」などの表現があった（Gerhold、

２０１３）。しかし、そのような言葉でも人を傷つけることもある。例えば、「日本人

はいつもまじめ」や「頭が良い」といったものだ。もし、日本人の学生皆が頭がそんな

にいいとすると、そうでない人々は一生懸命勉強しないといけない。しかし、仕事に行

くとたぶんその人は過労死をするかも知れない（Ministry of Health, Labor and Welfare, 

Japan, ２０１１）。アメリカ人に関しては、肯定的な表現も否定的な表現も両方見受け

られる。たとえば、「やさしい」、「心の広い」、「楽観主義」などは大体いい表現で

ある。しかし、「肥満」、「外国の文化に興味がない」、「うるさい」と言うものもあ

る（Murray、２０１０）。 

 

3.5 メディアにおける多文化主義 
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 メディアが人々の多文化主義に対する考えに与える影響は大きく、メディアが人

のアイデンティティーの形成に影響することもよくある。メディアが伝えることが、シ

ンボルや仮説を作り上げ、アイデンティティーの根源になるからだ。たとえば、ダルビ

ッシュ・有と言う有名な野球選手や土屋・アンナと言う有名なモデル兼女優である。 

しかし最近、日本でミス・ユニバースの日本代表が選ばれた。このミス・ユニバ

ースは日本人とアフリカ系アメリカ人のハーフだ。これを問題だと考える人はまだ多く

いる一方で、彼女が日本の代表として選ばれたことは、日本社会が変わってきている象

徴だと思う。 

 

4.研究  

4.1	
 研究の対象 

 この調査には５８人の日本人と４８人のアメリカ人、合計１０６人にアンケート

調査を実施した。 

 

4.2	
 研究方法 

 アンケート調査用紙を日本語と英語で作成し、オンラインで データを集めた。 

 

5.	
 結果  

5.1.	
 研究質問 1：日本とアメリカにおいて、国際児はどのような問題に遭遇するのか。 

5.2.	
 差別 

図１：「混血の家族を見ると、不快な気持ちになる。」  

「単一民族国家は純粋な民族の国だから多民族国家よりも単一民族国家の方が良

い。」  

「あなたの国の仕事場において、様々な人種や民族性を持つ人材を一定数雇用す

べきである。」  
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図 1から分かるように、調査の参加者から、人々は国際的な背景を持つ家族について、

オープンな考え方を持っている。アメリカ人と日本人も一般的に差別的なことを答えな

かった。そして、両者は単一民族国家のほうがいいと思っていなかった。 

 

図 2：他人は外見から私の人種、民族性を判断する（アメリカ人）  

 
単一民族と混血のアメリカ人は「他人は外見から私の人種、民族性を判断する」と言う

質問に、皆はほとんど賛成した。だから、国際児や混血の人と単一民族の人は両方その

ような差別を受ける。そして、単一民族より国際児の方がステレオタイプを差別だと感

じていた。 
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図 3：他人から差別を受けたことがある（アメリカ人）  

 

しかし、半分以下の単一民族のアメリカ人は民族についての差別を受けたことがない。

その上、半分以上の混血のアメリカ人は差別を受けたことがある。 

 

図 4：他人は外見から私の人種、民族性を判断する（日本人）  

 

両者はその質問に賛成をした。しかし、図 5から分かったことはその気持ちは「差別」

ではない。私はなぜ判断することは差別かと理解できなかった。 
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図 5：他人から差別を受けたことがある（日本人）  

 

両者ともステレオタイプを少し感じているが、単一民族の日本人は差別をされていると

は思っていない。混血の日本人は４５％は中立だと感じた。理由はたぶんアンケート調

査に参加した人は日本人とアジア人のハーフだからだ。彼らはアジア人に見られる。し

かし、日本人とイギリス人のハーフ人は賛成した。だから、日本で、アジア人に見られ

れば差別を大抵受けない。 

 

図６：多様な民族性と人種を持った人はいじめを受けやすいと思う  
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図 6から分かったことは、アンケートに参加した日本人は単一民族であることに自覚を

持っているのに対し、３８％が「中立」を選んだ。おそらく彼らは、民族などに関して

個人的に考えた経験が少ないためだと考えられる。しかし、日本でいじめは大きな問題

だから、38％も賛成した。 

5.3.	
 アイデンティティーの問題 

図 7：一つのアイデンティティーを選ばなければならない気持ちがある。  

  

 

図 8：私は現在アイデンティティーに関する葛藤はない。  

  

二つ質問は似ているけど、図 7は国際児にとっての質問で図 8は単一民族についてだ。

アメリカ人の 答えかにている理由はたぶんアメリカで多分化が多いからだ。しかし、
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日本で、みんなは大抵日本人と認識するので、アイデンティティーを選ぶことは考えな

かった。 

 

図 9：自分の民族性と人種的アイデンティティーに誇りを持つことは重要  

 

 

日本語と英語の両方の調査に参加した人の大多数は彼らの民族と人種のアイデンティテ

ィーに関して誇りを持つことが大切だと考えていると分かった。驚くべきことに、民族

と人種のアイデンティティーに関して誇りを持つことが大切ではないと考える国際児の

日本人がいなかった (図 9.4参照)。日本人とアメリカ人はほとんどが愛国心を持ってい

るからかも知れない。 

 

 

 

図 9.1	
   図 9.2	
  

図 9.4	
  図 9.3	
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図 10：子供のころに感じた自分のアイデンティティーと今の自分に感じる  

アイデンティティーは違う」  

 
 

図 11：図 10の参加者の書いた物  

 

好意的な答えも否定的な答えもあった。比較的に、アメリカ人の方がアイデンティティ

ーの感じ方が変わりやすいと分かった（図 10参照）。アンケートで、自分の気持ちを

書くところもあった。図 11から分かったことは四人の意見である。書いた物で「今の

アイデンティティーは違う」を答えた人はアイデンティティーが何度も変わった事 。 
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図 12：あなたはこのアンケートに答える前に、自分の民族性と人種のアイデン

ティティーについて考えたことがありますか？  

 

その結果として、個人にまつわるアイデンティティーの問題は、彼らがそれまでアイデ

ンティティーに関して考えたことがないと言う事実に起因していると考えられる。 ど

ちらの調査においても、大多数の人は「時々」という中立の回答をしていた。アメリカ

人の参加者で「全くない」と答えた人はいなかった（図 12参照）。 

5.4.	
 研究質問 1のまとめ         

 日本人はほとんど差別の問題について「中立」の考え方を持っていると分かった。また、

人々は大抵、民族と人種について誇りを持つことが大切だと考えていることも分かった。しか

し同時に、たくさんの人は差別と彼らに対するステレオタイプな考え方の影響受けてきている。

アンケート調査に参加した人は「子供の頃に感じた自分のアイデンティティーと今のアイデン

ティティーは違う」と感じたが、日本人よりもアメリカ人の方が、アンケート調査に参加する

以前の時点で、自分のアイデンティティーについて考えたことがあったということが明らかに

なった。 

5.5.	
 研究質問 2：日本とアメリカでは国際児をどのように見ているのか、またその要

因は何か。 

5.6.	
 人々の認識 
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図 13：多様な人種、民族に好意的な印象を持っている。  

 

 
 

これは日本とアメリカにおける、混血としての結果を示すグラフである。そして隣が、

両国の単一民族としての結果を示すグラフである。単一民族、あるいは国際的な背景を

持つ人々の両方は、彼らの国際児についての認識は、その民族的あるいは人種的な環境

から前向きな影響を受けていると考えている（図 13参照）。 

 

図 14：混血の人は少数派だと思う  

 

 
 

先の研究背景において、私は”One Drop Rule” を紹介した。この質問はその考え方に関

して問うものである。しかし、“One Drop Rule”と言う考え方に対して、多くの人は反対

だった。  
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図 15：メディアを通して混血の人を見ることは重要だと思う。

 
 

 

図 16：私は自分と同じような民族性と人種を持つ人を尊敬する。  

 

 
 

このスライドには、二つの似ている質問がある。参加者は大抵「メディア通して混血の

人を見ることは重要」であることに賛成しましたが、「私は自分と同じような民族性と

人種を持つ人を尊敬する」という質問に関しては中立の意見を持っている。これは非常

に興味深いである。なぜメディアがそんなに大事なのか。	
 また、自分と同じような民

族性と人種を持つ人を尊敬しないということが、私には理解できない。 
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図 17：あなたの人種、民族に対する意見や考え方は何に基づいていますか。

 

両方のアンケートにおいて、多くの「その他」を選んだ参加者は、「全部」と言う回答

をした。他の回答としては「自分の海外生活の経験」、「これまでの価値観」、「本」

などである。 

 

図 18：自身の民族性と人種がメディアで取り上げられた時に一番強く思い出す

ことを書いてください。  

 

ここでは自分の気持ちを書いてもらった。アメリカ人の方がよくない思い出が多かった。

日本映画ではほとんど日本人しか出演していないため、参加者はあまり書かなかった。
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アメリカで映画もほとんど白人しか出演していないが、様々な民族がいるのでアメリカ

人はもっと思い出すことができた。 

5.7.	
 研究質問 2のまとめ 

現代の 日本人とアメリカ人は、多様な人種と民族に対して、好意的な印象を持

っていると考えられる。そして、単一民族人と国際児も、同じ気持ちを持っている。こ

のアンケートの参加者は一般的に多文化主義に対して好意的な印象を持っている。一つ

の大きな要因はメディアだが、一番大きな要因は個人の人間関係である。具体的には、

両親や友人などが大きな影響を与えている。 

 

6.	
  結論  

 私はこのキャップストーンを始める前は 日本人は多文化主義について、オープンな考え

方を持っていないと予想していたが、違うということが分かった。そして、場合によっては、

アメリカ人よりもオープンな考え方を持っていると分かった。混血でも単一民族でも、両者と

もステレオタイプな考え方と差別を受けたことがある。また、アイデンティティーを見つける

ことについてメディアは確かに大きな影響を持つが、一番強い影響は人間関係だということも

分かった。 

 

7.	
  研究の限界点と将来の研究課題  

 一番大きな問題は、アンケート調査に参加した日本人の大多数が、混血ではなか

ったことである。そのため、多くの質問に関して、事実を見極めることが非常に困難だ

った。特に、国際児へのいじめや、差別などについての質問がそれである。 
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